
 資料②  

with コロナ・afterコロナにおけるがん対策について  

 

１ 趣 旨 

 ・新型コロナウイルスの感染が拡大し、国の緊急事態宣言も複数回にわたって発せられ

る中、外出自粛の要請や、市のがん検診の中止、医療機関での外来機能の縮小や手術

の延期など、これまでに経験したことのない、様々な困難な状況が発生した。 

・感染力が強いとされる変異株の存在などがあり、未だ予断を許さない状況である一方

で、感染発症や重症化を予防する、新型コロナウイルス感染症対策の切り札であるワ

クチン接種が進む中、with コロナ・after コロナにおけるがん対策のあり方の検討が

求められている。 

・このような状況下において、 

①がん患者の方々が日常生活を送るうえで、どのような課題に直面し、各関係団体

でどのような取り組みを行ったのか、 

②withコロナ、afterコロナにおいてどのような対策を行っていけばいいか、 

などについてご発言いただき、今後の施策に生かしていく。 

 

２ 論点の例 

分 野 論 点 

検 診 〇検診中止や受診控えの影響もあり、令和２年度のがん検診受診者

数は、前年度に比べ約１割減少している。 

〇また、検診に対する無関心層へのアプローチも課題となっている。 

〇早期発見・早期治療が求められるところであるが、withコロナ・

afterコロナにおいて、さらなる受診率向上のためには、どのよう

に取り組んでいくか。 

医 療 

 

〇新型コロナウイルス感染拡大の危惧による受診控えが指摘されて

いる。また、院内感染の広がりによる手術や外来診療の縮小、が

ん患者の手術や治療が延期される状況となった。医療現場におい

て、がん患者への治療への影響はどのようなものであったか（受

診抑制、服薬、化学療法、放射線治療等） 

〇with コロナ・after コロナにおいて、がん患者に必要な医療体制

の確保のためには、どのように取り組んでいくか。 

相談・支援 

 

〇対面での相談機会の減少により、相談受付件数が減少していると

ころもある。 

〇with コロナ・after コロナにおいて、がん患者が安心して相談で

きる場を確保するとともに、必要な支援を受けることができる体

制確保のためには、どのように取り組んでいくべきか。 

教 育 ○がん教育にかかる講演・研修等の対面での実施が難しい状況。オ

ンラインでの実施など工夫が必要な状況にあるが、一方でがん患

者自身が体験から得た知識や思いは、できれば生徒たちへ直接伝

えてもらいたいところ。 

〇with コロナ・after コロナにおけるがん教育について、どのよう

に取り組んでいくか。 

その他 〇がん予防について 

〇情報発信について 
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３ 参 考 

（１）神戸市がん検診の実施状況等 

 ①実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②がん検診の受診者数について（令和元年度・令和２年度） 

検診種別 対 象 実施方法 令和元年度 令和２年度 比較 

胃がん検診（Ｘ線） 40歳以上 集団（地域巡回） 13,371 11,552 86.4% 

胃がん検診（内視鏡） 
50歳以上

（偶数歳） 
指定医療機関 6,313 5,401 85.6% 

肺がん検診 40歳以上 指定医療機関 30,276 27,239 90.0% 

乳がん検診 40歳以上

（偶数歳） 

集団（地域巡回） 6,766 6,737 99.6% 

乳がん検診 指定医療機関 19,808 16,641 84.0% 

子宮頸がん検診 
20歳以上

（偶数歳） 
指定医療機関 25,595 23,048 90.0% 

大腸がん検診 
40歳以上 

集団（地域巡回） 34,796 30,881 88.7% 

大腸がん検診 郵送方式 49,868 48,999 98.3% 

    合計 186,793 170,498 91.3% 

 

 ③受診期限の延長について 

 ・令和２年度及び令和３年度において、40歳総合健診無料受診券（胃がん（Ｘ線）、肺が

ん、乳がん、子宮頸がん、大腸がんの各検診）及び20歳子宮頸がん検診無料受診券に

ついて、受診期限を６か月間延長。 

・令和２年度及び令和３年度において、偶数歳の方が受診対象となっている、胃がん（内

視鏡）、乳がん、子宮頸がんの各検診について、受診期限を６か月間延長。 

 

 

  

検診種別 対　象 実施方法 R2.3.3～ R2.4.10～ R2.5.27～ R2.7.1～

胃がん検診（Ｘ線） 40歳以上 集団（地域巡回） 中止 中止 中止

胃がん検診（内視鏡） 50歳以上（偶数歳） 指定医療機関 中止 再開

肺がん検診 40歳以上 指定医療機関 中止 再開

乳がん検診 集団（地域巡回） 中止 中止 中止

乳がん検診 指定医療機関 中止 再開

子宮頸がん検診 20歳以上（偶数歳） 指定医療機関 中止 再開

大腸がん検診 集団（地域巡回） 中止 中止 中止

大腸がん検診 郵送方式 未実施期間のため影響なし（実施期間：10月～２月）

全面再開

40歳以上（偶数歳）

40歳以上
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（２）がん相談支援センターにおける相談受付状況 

【がん患者相談受付件数】 

 H30 R1 R2 対面面談での相談について 

中央市民病院 1,030 986 710 ①のとおり 

西神戸医療センター 985 777 498 ②のとおり 

兵庫県立がんセンター 2,556 2,239 1,913 R2.5 月対面中止。R2.6月～再開。 

神戸大学医学部付属病院 997 1,005 1,037 中止なし 

神鋼記念病院 38 45 54 かかりつけの患者は対面継続。 

かかりつけ以外の患者は電話のみ 

神戸医療センター 666 793 782 中止なし 

兵庫県立こども病院 557 713 1,066 中止なし 

 

①中央市民病院 

・対面での面談は万が一の場合の接触者特定のため、相談者の名前と連絡先をお聞き

して現在も実施。面談後は環境整備（５分以上換気等）を行い対応している。 

・対面面談を中止した時期はないが、事前問合せがあった場合はできるだけ電話での

対応にしていた時期あり（R2.4～5）。来訪者の面談は通年で実施。 

 

②西神戸医療センター 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年４月９日から感染拡大防止対策

で原則電話相談としていたが、希望があった場合は、感染防止対策を十分に行った

うえで対面相談を実施した。 

・令和２年６月～11月は対面相談を再開 

・令和２年11月～令和３年５月５日までは原則電話相談のみとした。 

・令和３年５月６日からは対面相談を再開している。 
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